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１．動機・目的 

静岡県磐田市太田川河口付近で，白鳳地震（684 年）と永長地震（1096 年）の津波堆積物の間に砂層を発見した．

もし，これが本当に津波堆積物であれば，東海地域における歴史地震の繰り返しを地質学的に証明でき，その地震

の再来周期を求めることができる. しかし，この砂層の発見地点は太田川の自然堤防にも近いため，太田川の洪水

による洪水堆積物の可能性も高い． そこで，この砂礫層が本当に津波堆積物なのか，それとも洪水堆積物なのか

を検証した． 

 

２．方法 

この砂礫層中の砂については粒径，鉱物組成，重鉱物組成を調べ，現在や過去の遠州灘海浜砂，太田川河床砂と

比較した.また，砂層中のざくろ石の化学組成を電子線マイクロアナライザー（静岡理工科大学所有）により分析

した．さらにハンドオーガーを用いたボーリング調査から津波の遡上範囲を推定した．  

 

３．結果・考察 

この砂層は，現在や過去の遠州灘の海浜砂，太田川の河床の砂と特徴が一致したため，いずれも津波堆積物であ

る．堆積年代は，包含する木片の C14 年代値や火山灰より，９世紀後半を示す．以上から，この砂層は仁和地震

（887 年）による津波堆積物に対応する．なお，仁和地震による津波堆積物は東海地域では初めての発見であり，

これにより歴史地震の繰り返しを地質学的に証明できた．さらに簡易ボーリング調査により歴史地震による津波の

遡上範囲は現在の海岸線より少なくとも 3.5km であることが明かになった． 

 

４．結論 

太田川河口の白鳳地震（684 年）と永長地震（1096 年）の津波堆積物の間の砂層は，仁和地震（887 年）による

津波堆積物である． 
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